
第
一
生
命
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
川
柳
コ
ン
ク
ー
ル

サ
ラ
川
で
考
え
る「
日
本
の
働
き
方
」

生涯15614-01　2018年9月版



12

は
じ
め
に

サ
ラ
川せ

ん
で
考
え
る
「
日
本
の
働
き
方
」

「
第
一
生
命
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
川
柳
コ
ン
ク
ー
ル（
略

し
て
サ
ラ
川
）」
は
1
9
8
7
年
に
ス
タ
ー
ト
し
て

以
来
、
30
年
を
超
え
、
累
計
の
投
稿
数
は
１
１
４
万

句
と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
間
、
日
本
で
は
少
子
高
齢
化
が
進
み
、
労
働

力
を
維
持
し
て
い
く
こ
と
が
課
題
と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
中
、
多
く
の
人
々
が
育
児
や
介
護
と
の

両
立
を
し
な
が
ら
働
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
労
働

時
間
の
削
減
、
有
給
休
暇
の
取
得
促
進
、
女
性
の
活

躍
推
進
な
ど
、
次
々
と
「
働
き
方
」
に
関
す
る
法
制

度
の
整
備
が
進
め
ら
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
2
0
1
8

年
に
は
「
働
き
方
改
革
関
連
法
」
＊
が
成
立
し
ま
し

た
。し

か
し
、
法
制
度
の
整
備
が
進
む
中
、
人
々
は
本

当
に
働
き
や
す
く
な
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
？

サ
ラ
川
30
年
の
歴
史
を
振
り
返
る
と
、
自
ら
の
職

場
や
家
庭
で
の
「
嘆
き
」
を
「
ユ
ー
モ
ア
」
に
変
え

て
紡
ぎ
出
さ
れ
た
川
柳
が
数
多
く
寄
せ
ら
れ
ま
し

た
。本

書
で
は
、川
柳
か
ら
垣
間
見
る
こ
と
が
で
き
る
、

「
働
き
方
」
に
対
す
る
本
音
を
探
り
ま
す
。

＊
「
働
き
方
改
革
を
推
進
す
る
た
め
の
関
係
法
律
の
整
備

に
関
す
る
法
律
」
の
略

本
誌
に
登
場
す
る
働
き
方
改
革
に
関
連
す
る
主
な
動
き

1
9
8
7
年

週
40
時
間
制
の
段
階
的
実
施
・
フ
レ
ッ
ク
ス
タ
イ
ム
制
の
法

定
化（
改
正
労
働
基
準
法
成
立
）

1
9
8
9
年

合
計
特
殊
出
生
率
1.57
シ
ョ
ッ
ク

1
9
9
2
年

育
児
休
業
制
度
の
法
制
化（
育
児
休
業
法
施
行
）

1
9
9
3
年

パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
法
制
定

1
9
9
7
年

週
40
時
間
労
働
制
の
原
則
全
面
適
用

1
9
9
9
年

介
護
休
業
制
度
の
法
制
化（
改
正
育
児
・
介
護
休
業
法
）／
男

女
共
同
参
画
社
会
基
本
法
施
行
／「
均
等
推
進
企
業
表
彰
」

「
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
フ
レ
ン
ド
リ
ー
企
業
表
彰
」

2
0
0
2
年

時
間
外
労
働
の
制
限（
改
正
育
児
・
介
護
休
業
法
）

2
0
0
3
年

少
子
化
社
会
対
策
基
本
法
施
行
／
次
世
代
育
成
支
援
対
策

推
進
法
施
行

2
0
0
5
年

育
児
休
業・
介
護
休
業
の
期
間
雇
用
者
へ
の
適
用（
改
正
育

児・介
護
休
業
法
）

2
0
0
7
年

男
女
双
方
へ
の
差
別
禁
止（
改
正
男
女
雇
用
機
会
均
等
法
）

／「
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
憲
章
」策
定

2
0
0
8
年

正
社
員
と
の
格
差
の
是
正（
改
正
パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
法
）

2
0
1
0
年

所
定
外
労
働
の
制
限（
改
正
育
児
・
介
護
休
業
法
）

2
0
1
4
年

過
労
死
等
防
止
対
策
推
進
法
施
行

2
0
1
5
年

女
性
活
躍
推
進
法
成
立
／
働
き
過
ぎ
防
止
の
た
め
の
取
組
強

化（
日
本
再
興
戦
略
改
訂
）

2
0
1
6
年

働
き
方
改
革
実
現
会
議

2
0
1
7
年

働
き
方
改
革
実
行
計
画

2
0
1
8
年

働
き
方
改
革
関
連
法
成
立
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生
活
が　

乱
れ
た
だ
け
の　

フ
レ
ッ
ク
ス

	

山
椒
の
実
（
第
5
回　

1
9
9
1
年
）

時
差
出
勤　

み
ん
な
が
し
た
ら　

ま
た
ラ
ッ
シ
ュ

	

よ
み
人
知
ら
ず
（
第
5
回　

1
9
9
1
年
）

ノ
ー
残
業　

お
か
げ
で
明
日
は　

超
残
業

	

ノ
ー
残
業
デ
ー
大
好
き
（
第
22
回　

2
0
0
8
年
）

ノ
ー
残
業　

言
わ
れ
な
く
て
も　

帰
る
部
下

	
パ
パ
っ
ち
（
第
31
回　

2
0
1
7
年
）

残
業
削
減

　

サ
ラ
川
の
第
1
回
目
の
募
集
が
始
ま
っ
た
1
9
8
7
年

は
、労
働
行
政
に
お
い
て
大
き
な
変
化
が
あ
っ
た
年
で
し
た
。

同
年
の
労
働
基
準
法
改
正
が
契
機
と
な
り
、
現
在
の
「
1
日

8
時
間
週
40
時
間
」
と
い
う
法
定
労
働
時
間
に
改
正
さ
れ
ま

し
た
。
こ
の
他
、
裁
量
労
働
制
や
フ
レ
ッ
ク
ス
タ
イ
ム
制
が

導
入
さ
れ
、柔
軟
な
働
き
方
を
進
め
る
た
め
の
、現
在
の
「
働

き
方
改
革
」
の
よ
う
な
動
き
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

川
柳
で
は
こ
う
し
た
制
度
に
戸
惑
い
を
あ
ら
わ
に
す
る
句

が
目
立
ち
ま
し
た
。
特
に
「
ノ
ー
残
業
」
に
つ
い
て
は
、
早

く
帰
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
い
い
の
で
す
が
、
仕
事
量
は

変
わ
ら
な
い
こ
と
を
嘆
い
て
い
ま
す
。

　

今
や
残
業
が
当
た
り
前
の
社
会
で
は
な
く
な
り
つ
つ
あ
り

ま
す
が
、「
残
業
」
に
対
し
て
、
上
司
部
下
で
世
代
間
ギ
ャ
ッ

プ
も
ま
だ
垣
間
見
ら
れ
ま
す
。

出典：厚生労働省「時間外労働削減の好事例集」
「時間外労働削減のための取組に関するアンケート調査結果」2011年（一部抜粋）

時 間 外 労 働 削 減 の た め の 取 組 の 状 況

0 20 40 60 80 100（％）

60.3

72.7

30.6

77.8

54.0

66.8

従業員間の労働時間の平準化を実施

年次有給休暇取得促進の取組

IT 環境の改善

ノー残業デーやノー残業
ウィークの設置

労働時間適正化に関する
従業員向けの教育の実施

フレックスタイム制の導入
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部
課
長
が　

出
せ
ぬ
答
え　

パ
ー
ト
出
す

	

名
無
し
の
ゴ
ン
太
（
第
22
回　

2
0
0
8
年
）

業
績
は　

パ
ー
ト
で
決
ま
る　

こ
の
社
会

	

社
長
（
第
25
回　

2
0
1
1
年
）

決
め
ご
と
は　

ま
ず
は
パ
ー
ト
に　

き
い
て
か
ら

	

読
み
人
知
ら
ず
（
第
26
回　

2
0
1
2
年
）

正
社
員　

各
フ
ロ
ア
ー
に　

一
人
だ
け

	
臨
時
社
員
（
第
26
回　

2
0
1
2
年
）

　

1
9
9
0
年
代
以
降
、
パ
ー
ト
、
ア
ル
バ
イ
ト
等
の
非
正

規
雇
用
労
働
者
が
増
加
し
て
い
ま
す
。
そ
の
背
景
に
は
、
働

く
女
性
が
増
え
た
こ
と
の
他
、
バ
ブ
ル
崩
壊
後
の
雇
用
環
境

の
厳
し
さ
に
よ
り
、
非
正
規
雇
用
で
働
く
若
者
が
増
え
た
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

　

1
9
9
9
年
の
改
正
労
働
者
派
遣
法
に
よ
り
派
遣
業
務
が

原
則
自
由
化
さ
れ
、
就
労
形
態
の
多
様
化
が
進
み
ま
し
た
。

正
社
員
と
同
じ
よ
う
な
業
務
を
担
い
、
職
場
で
活
躍
す
る
非

正
規
社
員
も
多
く
な
り
、
大
切
な
戦
力
で
あ
る
と
感
じ
て
い

る
句
が
目
立
ち
ま
し
た
。

非
正
規
社
員
の
増
加

※‌�非正規雇用労働者：勤め先での呼称が「パート」「アルバイト」「労働者派遣事業所の派遣社員」「契約社員」
「嘱託」「その他」である者。
出典：平成 11年までは総務省「労働力調査（特別調査）」、平成 16年以降は総務省「労働力調査（詳細集計）」

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

6,000

1984 89 94 99 2004 09 14 17（年）

（万人）

非正規

正規

正 規 雇 用 と 非 正 規 雇 用 労 働 者 の 推 移
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我
が
会
社　

週
休
二
日　

日
々
残
業

	

炎
の
飛
龍
（
第
4
回　

1
9
9
0
年
）

週
二
日　

休
ん
で
疲
れ
が　

溜
ま
る
ナ
ゾ

	

や
さ
し
い
パ
パ
（
第
10
回　

1
9
9
6
年
）

仕
事
減
り　

休
日
増ふ

え
て　

居
場
所
な
し

	

居
候
（
第
22
回　

2
0
0
8
年
）

仕
事
量　

変
え
ず
「
休
め
」
と　

言
う
上
司

	
l
o
v
e – 

b
e
e
r
（
第
31
回　

2
0
1
7
年
）

　

1
9
9
0
年
代
に
か
け
て
、「
完
全
週
休
二
日
制
」
が
広

ま
り
、
有
給
休
暇
の
取
得
を
促
す
動
き
が
進
み
ま
し
た
。
し

か
し
、
仕
事
量
が
変
わ
ら
な
け
れ
ば
、
そ
の
ツ
ケ
は
自
分
に

降
り
か
か
り
、
そ
の
後
、
残
業
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
し
ま
い

ま
す
。

　

ま
た
、
い
わ
ゆ
る
典
型
的
な
「
会
社
人
間
」
と
い
わ
れ
る

人
に
と
っ
て
は
、
休
み
を
ど
の
よ
う
に
活
か
し
た
ら
い
い
か

わ
か
ら
ず
、
か
え
っ
て
ス
ト
レ
ス
に
つ
な
が
っ
て
し
ま
う
よ

う
で
す
。

　

実
は「
働
き
方
改
革
」は
、「
休
み
方
改
革
」で
も
あ
り
ま
す
。

仕
事
の
仕
方
を
見
直
し
て
、
自
ら
の
「
オ
フ
」
の
充
実
に
向

け
て
考
え
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

有
給
休
暇
の
取
得
促
進

出典：厚生労働省「就労条件総合調査」（平成11年以前は「賃金労働時間制度等総合調査」）

年 次 有 給 休 暇 の 取 得 率 の 推 移

45

50

55

60

1988

56.156.1

48.748.7

93 98 03 08 13 15（年）

（%）
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共
稼
ぎ　

妻
の
転
勤　

気
に
か
か
る

	

新
開
人
（
第
6
回　

1
9
9
2
年
）

産
休
に　

育
児
休
暇
と　

課
の
ピ
ン
チ

	

お
金
大
好
き
人
（
第
7
回　

1
9
9
3
年
）

育
休
を　

稼
ぎ
で
決
め
て　

主
夫
と
な
り

	

ら
い
お
ん
パ
パ
（
第
19
回　

2
0
0
5
年
）

イ
ク
メ
ン
と　

乗
せ
ら
れ
今
や　

家
事
す
べ
て

	
専
業
主
夫
（
第
24
回　

2
0
1
0
年
）

　

男
女
雇
用
機
会
均
等
法
（
1
9
8
6
年
施
行
）
や
育
児
休

業
法
（
１
９
９
２
年
施
行
）
の
度
重
な
る
改
正
に
よ
り
、
雇

用
管
理
に
お
け
る
男
女
均
等
、
及
び
仕
事
・
育
児
等
と
の
両

立
支
援
が
拡
充
さ
れ
、
女
性
の
労
働
力
率
が
上
昇
し
て
い
ま

す
。
そ
の
た
め
、
共
働
き
世
帯
が
増
え
、
1
9
9
0
年
代
後

半
か
ら
は
専
業
主
婦
世
帯
を
上
回
っ
て
い
ま
す
。
妻
の
キ
ャ

リ
ア
形
成
を
応
援
す
る
気
持
ち
が
あ
り
な
が
ら
も
、
転
勤
や

昇
進
が
気
に
な
る
夫
の
微
妙
な
心
理
を
表
し
た
句
も
あ
り
ま

す
。

　

会
社
の
立
場
か
ら
、
産
前
・
産
後
休
業
や
育
児
休
業
を
取

得
す
る
女
性
の
増
加
に
戸
惑
い
を
う
か
が
わ
せ
る
句
が
あ
る

一
方
で
、 

好
む
と
好
ま
ざ
る
と
に
か
か
わ
ら
ず
、
男
性
も
子

育
て
に
積
極
的
に
関
わ
り
「
イ
ク
メ
ン
」
ぶ
り
を
発
揮
し
て

い
る
こ
と
を
表
す
句
も
目
立
ち
ま
す
。

女
性
活
躍
推
進

※専業主婦世帯 : 夫が非農林業雇用者で妻が非就業者（非労働力人口及び完全失業者）の世帯。
　共働き世帯 : 夫婦ともに非農林業雇用者の世帯。
出典：‌�厚生労働省「厚生労働白書」、内閣府「男女共同参画白書」、総務省「労働力調査（特別調査）」、‌

総務省「労働力調査（詳細集計）」

専 業 主 婦 世 帯 と 共 働 き 世 帯 の 推 移

600

700

800

900

1,000

1,100

1,200

1,300

1980 85 90 95 2000 05 10

641

1188

15 17（年）

共働き世帯

専業主婦世帯

（万世帯）
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ロ
ボ
ッ
ト
に　

肩
叩
か
れ
る　

夢
を
見
た

	

読
み
人
知
ら
ず
（
第
4
回　

1
9
9
0
年
）

Ｉ
Ｔ
化　

課
長
の
面
倒　

誰
が
み
る

	

金
太
郎
（
第
15
回　

2
0
0
1
年
）

働
き
方　

改
革
し
た
ら　

暇
に
な
る

	

怪
傑
も
ぐ
り
33
世
（
第
31
回　

2
0
1
7
年
）

効
率
化　

進
め
て
気
づ
く　

俺
が
無
駄

	
さ
ご
じ
ょ
う
（
第
31
回　

2
0
1
7
年
）

　
「
働
き
方
改
革
」
の
目
的
は
、
長
時
間
労
働
の
是
正
を
通

じ
て
、
労
働
生
産
性
を
高
め
る
こ
と
で
す
。
Ｉ
Ｔ
を
活
用
す

る
な
ど
し
て
、
一
人
ひ
と
り
が
効
率
的
に
仕
事
を
進
め
る
こ

と
が
で
き
れ
ば
、
労
働
時
間
の
削
減
に
つ
な
が
り
ま
す
。
ま

た
、
そ
の
分
、
職
業
能
力
向
上
の
た
め
に
費
や
せ
ば
、
労
働

生
産
性
の
向
上
に
寄
与
し
ま
す
。

　

サ
ラ
川
に
は
、「
働
き
方
改
革
」
に
戸
惑
い
を
う
か
が
わ

せ
る
句
が
多
く
見
ら
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、
こ
れ
か
ら
技
術

の
進
展
と
と
も
に
、
ま
す
ま
す
「
働
き
方
改
革
」
が
加
速
し

て
い
く
こ
と
で
し
ょ
う
。
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
働
き
方
も
大
き

く
変
わ
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
ま
す
。

働
き
方
改
革
へ
の
期
待
と
不
安
？0

1990 95 2000 05 10 14

10

20

30

40

50

60

70
（ドル）

（年）

英国

米国

日本

※労働生産性水準は購買力平価換算。
出典：厚生労働省「平成 27年版 労働経済の分析－労働生産性と雇用・労働問題への対応－」

マ ン ア ワ ー ベ ー ス の 労 働 生 産 性 水 準 の 推 移
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さ
い
ご
に

　

サ
ラ
川
の
30
年
の
歩
み
を
「
働
き
方
」
の
視
点
で
振
り
返
っ
て
み
ま
し
た
。
仕

事
量
が
多
く
て
休
み
に
く
い
様
子
は
変
わ
ら
な
い
よ
う
で
す
が
、
他
方
、
女
性
の

就
業
が
進
み
、
共
働
き
家
庭
が
多
く
な
っ
た
こ
と
で
、
男
性
が
家
事
や
育
児
に
協

力
し
て
い
る
様
子
も
う
か
が
え
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
は
Ａ
Ｉ
（
人
工
知
能
）
と
共
存
し
な
が
ら
働
く
社
会
に
な
る
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
。
打
ち
寄
せ
る
「
働
き
方
改
革
」
の
波
を
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
が
ど
の
よ

う
に
受
け
止
め
、
自
ら
の
思
い
を
川
柳
に
託
す
の
か
。
今
後
の
サ
ラ
川
も
楽
し
み

で
す
。
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